
播磨町まちづくりパートナー事業 地域提案枠/事業者・教育機関枠 

活動成果報告書 

令和 5 年 3 月 31 日 

事業名称 みんなのおうち 

活動団体名 企業組合労協センター事業団 ワーカーズコープ 

補助対象事業名 播磨町まちづくりパートナー事業 

協働の相手 

（町以外の相手 

も含む） 

・播磨町在住全ての人 

実施期間 令和 4年 9月 15日～令和 5年 3月 31日 

 

事業の実施状況について 
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事業報告 



① 事業の目的について 

現在 8050問題等の諸問題が地域にあるほか、家族関係・地域・学校・職場等々、社会

の中で孤立している方が沢山見受けられます。自らの立ち位置や役割を見出すことがで

きず、人との関わりを持つことなく、悩みなど打ち明けることができず、自己肯定感が低

く孤立している方、生活困窮に陥ってしまっている方等多くいらっしゃいます。そうした

場合、多くは自分自身の価値を過小評価し、今後の生活への意欲も維持できない状況に陥

ってしまいます。そのような方々の拠りどころとなる「居場所」となり、色々な会話を通

じて個人や地域の抱えている問題を拾い上げ、アウトリーチを行うことができる場所に

していきたいと思います。 

② 実施した事業の内容について 

年齢を問わず、播磨町全ての方が気軽に立ち寄れる「居場所」カフェを行うっていま

す、2月よりインスタントコーヒーを辞め、コーヒーメーカーで入れたての美味しい

珈琲をお菓子と共に無料で提供しています。 

また、ボランティアさん（無償）の協力で、ちぎり絵教室・パッチワーク教室等を開

催（不定期）しました。 

 



③ どのように協働して事業を実施したかについて 

運営については、地域ボランティアさんと話し合い、繰り返し打ち合わせを行いまし

た。ボランティアさんと役割を分担し、あくまでも主体を地域ボランティアさんに担

って頂き、ボランティアさんの中でちぎり絵教室・パッチワーク教室を開催しました。 

ワーカーズコープは、企画・必要がある物の買出し等を行い、地域ボランティアさん

と協慟し事業を行ってきました。 

来年度につきましても、地域ボランティアさんと話し合い、意見交換し、より多くの

方々に参加を頂くように協慟して事業を行っていきます。 

 

 

 

 

④ 実施した事業の結果とこれからの課題について 

当初の目的の一つである、引きこもりの「居場所」については、高齢者の方の引きこ

もりにはボランティアさんの声掛け等で沢山の方々に支持頂き参加していただいて

いますが、若年層の方にはまだ周知されておらず少ないのが現状です。 

これからも、色々な団体、役場、社協等に声掛けを行い、引きこもり当事者、ご家族

の参加を呼び掛けていきます。 

※活動の様子が分かる写真も提出すること 


